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 公民館の最大行事「文化祭」の作品展示の部が、地域

の皆さまのご協力で盛大に開催できました。ありがとう

ございました。ステージ発表の部は来年３月に開催する

予定です。こちらも楽しみにしていてください。 

 

 

西春近自治協議会に感謝状 

（１１月３日） 

旧伊那市・高遠町・長谷村合併１０周年記念式典で、

地域振興と住みよい町づくりへの貢献が認められ、市長

から感謝状が贈られました。加納義晴自治協議会長は

「今後もみんなで力を合わせ、西春近を良くするために

がんばりましょう」と話していました。 

また、善行功労により諏訪形区を災害から守る委員会

が表彰されました。平成１７年８月に発生した土石流以

後、永年にわたり災害に強い森林づくりを実践し、防災

力向上と活性化に尽力していることが高く評価された

ものです。おめでとうございました。 

 

 

飯田線の秘境駅を訪ねました 

（父居屋の会 １１月４日） 

全国の秘境駅ランキング４位という「小和田」へ行っ

てきました。皇太子ご成婚の折りは大賑わいだったそう

です（皇太子妃雅子さまの旧姓が小和田）。しかし現在

は閑散としていて、乗り降りしたのは私たちだけ。周辺

を歩いてみましたが、崩れかけた空き家が一軒あるだけ

で、人の姿は見られず、ほんとうに寂しい駅でした。 

参加者は天竜峡より南へは行ったことがない人ばか

りで、持ち寄りのおいしいワインをいただきながら、各

駅停車ののんびりした旅を楽しむことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高烏谷山から西春近を展望 

（さと歩きやま歩き １１月５日） 

新企画の講座も最終回となり、富県の高烏谷山へ登りま

した。栂平までは車で行き、１５分ほど歩いて頂上へ。

この日はよく晴れて、うっすらと雪化粧した中央アルプ

スを背景に、西春近の全域が一望できました。 

この企画は参加者はそれほど多くはなかったのです

が、参加された方々は「来て良かった」と満足していた

だけたように感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震から家族を守るには‥‥ 

（自治協災害防止部会 １１月１３日） 

 建築士で地震災害防止の建築設計専門家 鈴木啓之さ

ん（愛知県たくみ設計室）を講師に招いて災害防止セミ

ナーを開催しました。「生き残ったあとのことよりも、

生き残るため、命を落とさないために、いまできること

から始めましょう」と、模型を使った実験を交えて講演

いただきました。 

震度６弱の地震では、タンスやテレビばかりでなく、

重い冷蔵庫やグランドピアノまでもひっくり返り、家族

を傷つけるそうです。そこで、どの家具どの備品が危険

か、どこの場所が安全か、日頃から意識し、頭に入れて

おくことが防災上とても大切とのことでした。ボランテ

ィアで、一人暮らしのお年寄りの家の、家具の転倒防止

や照明器具を天井直付けに代えることなどを実施した

事例の紹介もあり、参考になりました。 

近い将来、東海沖で巨大地震が起きる確率が高いとい

われます。地震への災害防止は他人事ではありません。

あらためて、お金をかけなくてもすぐできることからま

ず手をつけようと思いました。 

 

月刊 ふるさと西春近 

地下 

 



 

 

 

「月刊ふるさと西春近」は市公式ホームページ 施設案内>公民館>西春近公民館>お知らせ からもカラー版がご覧になれます。 

 

 

中山道の奈良井宿を歩きました 

（万年青の会１１月１５日） 

奈良井宿は中山道のまん中にある宿。鳥居峠の難所を

控えて大いに発展し、長さ１キロメートルは日本一だそ

うです。その奈良井宿を北の端から南の端まで、名産の

木曽漆器やお六櫛のお店や、江戸の面影が残る旅籠をの

ぞきながら、歩き通しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リトミックのあとは焼き芋  

（かるがも学級１１月１６日） 

 三浦先生に指導をお願いしてリトミックでしっかり

身体を動かしたあと、１０月に掘ったサツマイモを蒸か

したり焼いたりして食べました。甘くておいしいと、子

どもたちも口いっぱいに頬ばっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送迎ボランティア利用回数は年間８１９回 

 １１月号では西春近社会福祉協議会が送迎ボランテ

ィア事業について表彰されたことをお伝えしましたが、

利用回数に誤りがありました。誤った数字をお伝えして

しまったことをお詫び申し上げます。昨年度は病院等へ

お送りした回数とお迎えした回数を合わせ、８００回を

超えました。もちろん市内では一番の実績となっており、

気持ちよくボランティアをしてくださる西春近のみな

さんには感謝の思いが尽きません。 

 

第６７回西春近地区文化祭 盛大に開催  

（１１月１９・２０日） 

保育園、小学校、伊那西高校、公民館サークルはじめ

多くの皆さんからたくさんの作品をお寄せいただき、お

かげさまで芸術の香り高い文化祭になりました。新企画

のお父さんお母さんが写した「赤ちゃん写真展」、分館

役員が写した敬老会のスナップ「おじいさんおばあさん

写真展」も好評でした。 

一日目は雨降りだったせいか来館者が７０名ほどと

少なかったのですが、二日目は小春日和となり、西春近

商工祭、ＪＡ西春近支所祭が同時開催されたこともあっ

て４００人を超える方々に見に来ていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月以降の行事予定          

・12月 ２日 父居屋の会「注連飾りづくり」 

・12月 10日 公民館大そうじ 

・12月 14日 かるがも学級「クリスマス会」 

・12月 14日 地名調査報告会 

       小出３区、小出２区山本、小出島区 

       赤木区、まとめ 

・12月 19日 人権同和教育講座 

「歌って笑って楽しい師走」 

講師；笑い療法士 城取茂美先生 


